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①「
犠
牲
者
『
０
』
を
め
ざ
す
、
減
災

の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
避

難
路
な
ど
の
整
備
や
地
域
の
防
災
力

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

②「
交
流
人
口
『
２
０
０
万
人
』
を
め

ざ
す
、
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
高
速
道
路
開
通
に
対

応
し
た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、
新
た
な
観

光
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
、
観
光
振

興
と
物
産
の
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

③「
健
康
寿
命
『
５
歳
』
延
長
を
め
ざ

す
、
生
涯
元
気
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
健
康
維
持
と
増
進
に
向

け
た
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

町
の
財
政
運
営
の
基
幹
で
あ
る
町

税
は
、
歳
入
総
額
の
16
・
５
％
を
占
め
、

景
気
低
迷
に
よ
る
町
民
税
の
減
少
な

ど
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
０
・
１
％

減
の
14
億
７
，
３
１
３
万
６
千
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
歳
入
総
額
の
44
・

０
％
を
占
め
、
標
準
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
普
通
交

付
税
と
、
災
害
な
ど
特
殊
な
要
因
に

対
応
す
る
た
め
の
特
別
交
付
税
が
あ

り
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
８
％
減
の

39
億
２
，
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

町
の
借
金
に
当
た
る
町
債
は
、
歳

入
総
額
の
11
・
７
％
を
占
め
、
合
併

特
例
事
業
債
や
過
疎
対
策
事
業
債
な

ど
10
億
３
，
９
２
０
万
円
の
借
り
入

れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
庁
舎
移

転
事
業
、
紀
北
中
学
校
改
築
事
業
の

完
了
な
ど
か
ら
前
年
度
に
比
べ
49
・

６
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
総
額
の
８
・
８
％
を
占
め
る

県
支
出
金
は
、
三
浦
・
矢
口
浦
海
岸

保
全
施
設
整
備
事
業
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
３
・
０
％

増
の
７
億
８
，
４
９
７
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
総
額
の
８
・
３
％
を
占
め
る

国
庫
支
出
金
は
、
紀
北
中
学
校
改
築

事
業
の
完
了
に
伴
う
減
額
な
ど
か
ら
、

前
年
度
に
比
べ
14
・
０
％
減
の
７
億

３
，
７
０
２
万
４
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
の
収
入
は
、
使
用
料
及
び

手
数
料
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る

繰
入
金
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
１
・

８
％
増
の
９
億
５
，
２
２
２
万
６
千

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
総
額
は
、
本

庁
舎
移
転
事
業
や
紀
北
中
学
校
改
築

事
業
の
完
了
に
よ
り
、
町
債
、
国
庫

すべては住民目線で、すべては住民とともに

平成 25 年度予算

一般会計総額 89億 655 万 9千円

歳  

入

３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　平成 25年度は、紀北町にとって大きな節目にあたる年です。３月 24日に紀勢自動車道が紀伊長島ＩＣ

まで開通し、平成 25年度内には海山ＩＣまでの区間が開通する予定です。これにより、両区の時間距離

が大幅に短縮することから、いっそうの一体感の醸成と、バランスのとれた地域振興に取り組みます。そ

のため、総合計画の後期基本計画にある３つの重点プロジェクトのいっそうの推進を図り、魅力ある町づ

くりに取り組む予算となっています。
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支
出
金
が
大
き
く
減
少
し
、
前
年
度

に
比
べ
12
・
０
％
減
の
89
億
６
５
５

万
９
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
地
方
交
付
税
や

町
債
、
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
へ
の

依
存
の
割
合
が
高
く
、
町
税
な
ど
自

主
財
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
を
、
そ
の
経
費
が
持
つ

経
済
的
な
性
質
に
よ
り
分
類
し
た
も

の
を
性
質
別
経
費
と
い
い
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
議
員
や
条
例
委
員
の

報
酬
、
町
長
や
役
場
の
職
員
の
給
与

な
ど
で
、
行
財
政
改
革
に
伴
う
報
酬

や
職
員
の
手
当
て
の
削
減
な
ど
の
効

果
も
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
０
・
８
％

減
の
15
億
２
，
２
４
９
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

物
件
費
は
、
主
に
需
用
費
、
役
務
費
、

委
託
料
な
ど
で
、
行
財
政
改
革
に
よ

る
事
務
経
費
な
ど
の
見
直
し
に
努
め

て
い
る
も
の
の
、
燃
料
費
、
電
気
料

の
増
加
な
ど
か
ら
、
４
・
７
％
増
の

15
億
４
０
１
万
７
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

公
債
費
は
、
町
の
借
金
に
当
た
る

町
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
で
、
借
入

金
の
元
金
・
利
子
の
償
還
額
が
い
ず

れ
も
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度

に
比
べ
４
・
６
％
減
の
14
億
７
，
４

８
６
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

扶
助
費
は
、
障
が
い
者
支
援
制
度
、

子
ど
も
医
療
の
助
成
、
保
育
所
費
用
、

じ
ん
臓
機
能
障
が
い
者
で
透
析
を
受

け
て
い
る
方
へ
の
交
通
費
助
成
、
要
・

準
要
保
護
児
童
へ
の
就
学
援
助
、
児

童
手
当
な
ど
の
扶
助
費
は
、
支
援
内

容
の
充
実
に
も
努
め
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
４
・
９
％

増
の
11
億
８
，
６
９
０
万
９
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
は
、
公
共
施
設
の

整
備
、
道
路
の
整
備
、
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
に
当
た
る
も
の
で
、
海
岸

保
全
施
設
整
備
事
業
、
防
災
対
策
事

業
、
道
路
改
良
事
業
な
ど
を
引
き
続

き
実
施
す
る
も
の
の
、
紀
北
中
学
校

改
築
事
業
な
ど
の
完
了
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
53
・
３
％
減
の
11
億
７
，

０
６
６
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
等
は
、
各
種
団
体
へ
の
補

助
金
の
抑
制
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、

一
部
事
務
組
合
な
ど
へ
の
負
担
金
の

増
加
な
ど
か
ら
、
７
・
３
％
増
の
８

億
９
４
８
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

繰
出
金
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

な
ど
の
特
別
会
計
や
、
簡
易
水
道
事

業
に
対
す
る
操
出
金
及
び
紀
北
広
域

連
合
運
営
負
担
金
な
ど
で
、
前
年
度

に
比
べ
０
・
９
％
減
の
９
億
４
，
６

０
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、積
立
金
、維
持
補
修
費
、

貸
付
金
な
ど
に
前
年
度
と
比
べ
12
・

９
％
増
の
２
億
９
，
２
０
５
万
円
を

計
上
し
、
歳
出
総
額
は
歳
入
総
額
と

同
額
の
89
億
６
５
５
万
９
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
義
務
的
経
費
は
歳
出
予
算
全
体
の

47
・
０
％
を
占
め
、
普
通
建
設
事
業

の
投
資
的
経
費
は
13
・
１
％
、
そ
の

他
の
経
費
が
39
・
９
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

歳  

出
一般会計歳入

一般会計歳出（目的別） 一般会計歳出（性質別）

県支出金
784,973 千円
8.8%

県支出金
784,973 千円
8.8%

その他（依存）
267,394 千円
3.0%

国庫支出金
737,024 千円
8.3%

国庫支出金
737,024 千円
8.3%

町債
1,039,200 千円
11.7%

町債
1,039,200 千円
11.7%

地方交付税
3,920,000 千円
44.0%

地方交付税
3,920,000 千円
44.0%

依存財源
6,748,591 千円
75.8%

依存財源
6,748,591 千円
75.8%

自主財源
2,157,968 千円
24.2%

自主財源
2,157,968 千円
24.2%

町税
1,473,136 千円
16.5%

町税
1,473,136 千円
16.5%

その他 ( 自主）
684,832 千円
7.7%

その他 ( 自主）
684,832 千円
7.7%

公債費
1,423,506 千円
16.0%

公債費
1,423,506 千円
16.0%

教育費
737,810 千円
8.3%

教育費
737,810 千円
8.3%

農林水産業費
700,206 千円
7.9%

農林水産業費
700,206 千円
7.9%

その他の経費
3,551,638 千円
39.9%

その他の経費
3,551,638 千円
39.9%

投資的経費
1,170,661 千円
13.1%

投資的経費
1,170,661 千円
13.1%

消防費
603,897 千円
6.8%

消防費
603,897 千円
6.8%
土木費

427,329 千円
4.8%

土木費
427,329 千円
4.8%

総務費
1,130,234 千円
12.7%

総務費
1,130,234 千円
12.7%

繰出金
946,090 千円
10.6%

繰出金
946,090 千円
10.6%

人件費
1,522,490 千円
17.1%

人件費
1,522,490 千円
17.1%

民生費
2,532,082 千円
28.4%

民生費
2,532,082 千円
28.4% 物件費

1,504,017 千円
16.9%

物件費
1,504,017 千円
16.9%

その他
1,101,531 千円
12.4%

その他
1,101,531 千円
12.4%

扶助費
1,186,909 千円
13.3%

扶助費
1,186,909 千円
13.3%

衛生費
974,459 千円
10.9%

衛生費
974,459 千円
10.9%

義務的経費
4,184,260 千円
47.0%

義務的経費
4,184,260 千円
47.0%

普通建設事業
1,170,661 千円
13.1%

普通建設事業
1,170,661 千円
13.1%

公債費
1,474,861 千円
16.6%

公債費
1,474,861 千円
16.6%

予備費
10,000 千円
0.1%

商工費
252,015 千円
2.8%

議会費
115,021 千円
1.3%
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特
定
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、

一
般
の
歳
入
・
歳
出
と
区
別
し
て
処

理
す
る
会
計
で
、
紀
北
町
で
は
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
が
該
当
し
、
特
別

会
計
全
体
で
は
前
年
度
と
比
べ
２
・

０
％
減
の
34
億
５
，
２
２
６
万
７
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
会
社
と
同
じ
よ
う
に
、
独

自
の
収
入
で
そ
の
経
費
を
賄
う
、「
独

立
採
算
」
を
原
則
と
す
る
会
計
で
、

紀
北
町
で
は
水
道
事
業
会
計
が
該
当

し
ま
す
。

　

水
道
事
業
収
益
の
減
少
を
見
込
む

と
と
も
に
、
簡
易
水
道
統
合
事
業
の

完
了
な
ど
か
ら
、
収
益
的
支
出
と
資

本
的
支
出
を
合
算
し
た
予
算
額
は
、

前
年
度
に
対
し
18
・
５
％
減
の
６
億

７
，
５
６
５
万
７
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
て
い
る

地
方
債
残
高
は
、
合
併
年
度
の
平
成
17

年
度
末
に
は
１
４
６
億
４
５
３
万
３
千

円
で
し
た
が
、
平
成
25
年
度
末
で
は
１

２
２
億
８
，
６
２
５
万
７
千
円
と
な
り
、

23
億
１
，
８
２
７
万
６
千
円
の
減
少
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　

地
方
債
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
負
担

を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
当
面

は
現
在
の
水
準
の
維
持
を
図
り
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
の
預
貯
金
に
当
た
る
も
の
で
す
。

災
害
復
旧
や
、
そ
の
他
財
源
が
不
足

し
た
と
き
の
た
め
の
財
政
調
整
基
金

や
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、

町
の
借
金
に
当
た
る
地
方
債
の
繰
上

償
還
な
ど
の
た
め
の
減
債
基
金
、
特

定
の
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
特
定

目
的
基
金
が
あ
り
ま
す
。

　

全
体
の
基
金
残
高
は
、
合
併
年
度

の
平
成
17
年
度
末
に
は
10
億
５
，
８

５
３
万
３
千
円
で
し
た
が
、
平
成
25

年
度
末
で
は
49
億
４
，
３
６
８
万
３

千
円
と
な
り
、
38
億
８
，
５
１
５
万

円
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
基
金
に

つ
い
て
は
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持

し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
適
正
な
規

模
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
財
政
課
財
政
係

℡（
46
）
３
１
１
２

特
別
会
計

基
金
の
状
況

地
方
債
残
高
の

状
況

公
営
企
業
会
計

水道事業会計
675,657 千円
5.2%

後期高齢者
医療特別会計
521,471 千円
4.0%

介護サービス
事業特別会計
173,492 千円
1.3%

国民健康保険事業
特別会計

2,757,304 千円
21.2%

国民健康保険事業
特別会計

2,757,304 千円
21.2%

一　般　会　計
8,906,559 千円
68.3%

一　般　会　計
8,906,559 千円
68.3%

会計別歳出

平成25年度予算総額
130 億 3,448 万 3千円
平成 25 年度予算総額
130 億 3,448 万 3千円

4

区　　　別
一　般　会　計
特　別　会　計
国民健康保険事業
介護サービス事業
後期高齢者医療
水　道　事　業
合　　　計

△12.0
△2.0
△2.7
△0.2
1.3

△18.5
△10.0

△1,218,629
△70,650
△76,804
△377
6,531

△153,481
△1,442,760

10,125,188
3,522,917
2,834,108
173,869
514,940
829,138

14,477,243

8,906,559
3,452,267
2,757,304
173,492
521,471
675,657

13,034,483

25 年度 24 年度 比較 減増率（％）

●平成 25 年度会計別予算（当初予算比較） （単位：千円）

※水道事業会計予算額は、収益的支出と資本的支出の合算額



平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

年 度 末 残 価

H17 年度末比較

14,604,533 11,894,586

△2,709,947

12,563,348

△2,041,185

12,286,257

△2,318,276

H17 年度末
（合併年度）

H23 年度末
（決算額）

H24 年度末
（見込額）

H25 年度末
（見込額）

●地方債残高の状況（一般会計） （単位：千円）

※H24 年度末とH25 年度末の数値は、今後の状況により変わることがあります。

一般会計における町債残高の推移

一般会計における基金残高の推移

※H24年度末とH25 年度末の数値は、今後の状況により変わることがあります。

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

そ の 他 の 基 金

合 計

H17 年度末比較

607,682

9,860

440,991

1,058,533

2,032,888

840,698

1,730,687

4,604,273

3,545,740

2,354,241

881,736

1,792,561

5,028,538

3,970,005

2,177,241

882,796

1,883,646

4,943,683

3,885,150

H17 年度末
（合併年度）

H23 年度末
（決算額）

H24 年度末
（見込額）

H25 年度末
（見込額）

●基金残高の状況（一般会計） （単位：千円）

合併特例事業債

過疎対策事業債

臨時財政対策債

上記以外の町債

減債基金

財政調整基金

特定目的基金

土地開発基金

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
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防災行政無線戸別受信機

 　

Ｊ‐

ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
）
は
、
緊
急
地
震
速
報
、

大
津
波
警
報
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報

等
の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
を
用

い
て
国
（
内
閣
官
房
・
気
象
庁
か
ら

消
防
庁
を
経
由
）
か
ら
送
信
し
、
市

区
町
村
の
防
災
行
政
無
線
等
を
自
動

起
動
さ
せ
る
も
の
で
、
国
か
ら
住
民

ま
で
緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

紀
北
町
で
の
情
報
伝
達
方
法

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
を
全
戸
に
無
償
貸
与
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
受
信
機
か
ら
緊
急
情

報
が
発
信
さ
れ
ま
す
。

紀
北
町
で
伝
達
さ
れ
る
情
報

　

伝
達
さ
れ
る
情
報
は
、
自
然
災
害

に
関
す
る
情
報
、
国
民
保
護
に
関
す

る
情
報
等
が
伝
達
さ
れ
ま
す
。

○
自
然
災
害
に
関
す
る
も
の

・
緊
急
地
震
速
報
（
推
定
震
度
５
弱
以

上
が
予
測
さ
れ
る
と
き
）

・
大
津
波
警
報

・
津
波
警
報

・
津
波
注
意
報

・
震
度
速
報
（
三
重
県
南
部
で
震
度
４

以
上
が
観
測
さ
れ
た
場
合
）

○
国
民
保
護
に
関
す
る
も
の

・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報

・
航
空
攻
撃
情
報

・
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃
情
報

・
大
規
模
テ
ロ
情
報

・
そ
の
他
の
国
民
保
護
情
報

警
報
音
の
違
い
に
注
意

　

緊
急
地
震
速
報
、
大
津
波
警
報
、

ゲ
リ
ラ
情
報
等
の
警
報
音
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
警
報
音

が
鳴
っ
た
時
に
は
、
音
の
違
い
に
注

意
し
、
適
切
な
行
動
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。

※

放
送
内
容
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
危
機
管
理
課
防
災
対
策
係

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室
防
災
対
策
係

℡（
32
）
３
９
０
１

施　策

防　災

Ｊ　

ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
か
ら
の

Ｊ　

ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
か
ら
の

情
報
と
警
報
内
容
に
つ
い
て

情
報
と
警
報
内
容
に
つ
い
て

 

 

国民保護

　国民保護とは、正式には「武力攻撃事態等における国民の保

護のための措置に関する法律」といい、武力攻撃事態等において、

武力攻撃から国民の生命、身体及び財産を保護し、国民生活等

に及ぼす影響を最小にするための、国・地方公共団体等の責務、

避難・救援・武力攻撃災害への対処等の措置が規定されてます。

※詳しくは国民保護ポータルサイト

（http://www.kokuminhogo.go.jp/）をご覧ください。

 

 

 

 

 

 

●緊急地震速報
　ピロン　ポローン（音が上がる）
　ピロン　ポローン（音が上がる）
緊急地震速報。大地震です。大地震です。

●大津波警報
　ウー（音が上がる）
　ウー（音が上がる）
　ウー（音が上がる）
大津波警報が発表されました。
海岸付近の方は高台に避難してください。

●ゲリラ攻撃情報
　ブー（音が上がって下がる）
ゲリラ攻撃情報。ゲリラ攻撃情報。
当地域にゲリラ攻撃の可能性があります。
屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけて
ください。

放送例
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「
紀
北
町
く
る
ま
ざ
会
議
」
は
、
町

民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
に
あ
た
り
、
広
く
町
民

の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
問
う
場
と
し

て
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
視
点
で
紀
北
町
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
取
り
組
む

べ
き
施
策
・
事
業
等
に
つ
い
て
幅
広

い
年
代
・
地
域
の
方
々
に
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
く
、
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

活
動
内
容
（
委
員
の
役
割
）

    

事
業
テ
ー
マ
に
基
づ
き
町
民
の
皆

様
の
視
点
か
ら
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
テ
ー

マ
（
各
テ
ー
マ
毎
に
開
催
）

①「
紀
北
町
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
」

②「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
」

③「
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
」

会
議
の
開
催

     

会
議
は
、
原
則
と
し
て
平
日
の
夜

間
（
お
お
む
ね
午
後
７
時
〜
９
時
）

に
開
催
い
た
し
ま
す
。

報
酬
等

　

報
酬
、
交
通
費
等
の
支
給
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

募
集
人
員
等

　

募
集
人
員
は
、
各
テ
ー
マ
毎
に
５

人
（
全
体
委
員
数
は
、
各
テ
ー
マ
毎

に
約
10
人
を
予
定
）

応
募
資
格

①
原
則
と
し
て
、
平
日
の
夜
間
に
開

催
す
る
会
議
に
参
加
で
き
る
方

②
紀
北
町
に
在
住
す
る
方

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
を
除
く
。

・
町
議
会
議
員

・
紀
北
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
（
平
成
17
年
条
例
第
37
号
）

別
表
第
１
に
規
定
さ
れ
て
い
る
特
別

職
の
職
員
（
教
育
委
員
会
の
委
員
、

選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
、
公
平
委

員
会
の
委
員
等
）

・
町
職
員

応
募
方
法　

     

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
次
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
、
提
出
先

郵
送　

〒
５
１
９‐

３
２
９
２

紀
北
町
紀
伊
長
島
区
東
長
島
７
６
９

番
地
１　

紀
北
町
役
場
企
画
課

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
47
）
５
９
０
８

電
子
メ
ー
ル

kikaku@
tow
n.m
ie-kihoku.lg.jp

直
接
提
出　

本
庁
企
画
課
ま
た
は
海

山
総
合
支
所
総
務
室

留
意
事
項

①
応
募
す
る
に
あ
た
っ
て
、
テ
ー
マ

に
対
す
る
想
い
や
意
見
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

②
応
募
用
紙
は
、
本
庁
企
画
課
ま
た

は
海
山
総
合
支
所
総
務
室
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
応
募
用
紙
は
希
望
者
に
郵
送
も
可

能
で
す
。

④
応
募
書
類
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

５
月
１
日
（
水
）
〜
17
日
（
金
）

（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ

本
庁
企
画
課
企
画
係

℡（
46
）
３
１
１
３

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
の
年
度
当

初
に
あ
た
り
、
紀
北
町
が
実
施
す
る

主
な
事
務
事
業
内
容
を
町
民
の
皆
様

に
広
く
情
報
提
供
を
行
い
、
意
見
交

換
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
町
行

政
の
効
果
的
な
推
進
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
行
政
報
告
会
を
開

催
し
ま
す
。

内
容　
　
　
　

　

平
成
25
年
度
事
務
事
業
内
容
説
明

及
び
意
見
交
換

日
時
及
び
会
場

第
１
回

５
月
21
日
（
火
）　

午
後
７
時
〜

上
里
福
祉
会
館
（
海
山
区
上
里
）

第
２
回

５
月
22
日
（
水
）　

午
後
７
時
〜

町
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

（
海
山
区
相
賀
）

第
３
回

５
月
23
日
（
木
）　

午
後
７
時
〜

若
者
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

（
紀
伊
長
島
区
島
原
）

第
４
回

５
月
28
日
（
火
）　

午
後
７
時
〜

東
長
島
公
民
館
２
階
会
議
室

（
紀
伊
長
島
区
東
長
島
）

出
席
予
定
者

　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
及
び
各

関
係
課
長

入
場
要
件　
　
　
　

　

町
内
４
会
場
で
開
催
し
ま
す
が
、

開
催
地
区
に
よ
る
入
場
制
限
は
設
け

ま
せ
ん
の
で
、
ど
の
会
場
で
も
入
場

自
由
で
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
企
画
課
広
報
係

℡（
46
）
３
１
１
３

「
紀
北
町
く
る
ま
ざ
会
議
」

「
紀
北
町
く
る
ま
ざ
会
議
」

　
　
　
　
　

公
募
委
員
募
集

　
　
　
　
　

公
募
委
員
募
集

施　策

交　流

施　策

交　流

行
政
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

行
政
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

Town Information



広報きほく 有料広告募集中紀北町
ホーム
ページ

詳しくは紀北町ホームページ
（

）
をご覧ください。

■問い合わせ 
　本庁企画課広報係
　℡46-3113

■広告掲載料 
　3ヵ月　9,000円
（1枠当たり、消費税込み）

■広告掲載料 
　1回　10,000円
（1枠当たり、消費税込み）

料
,000円
消費消消消消消消消消消消消 税込み）

http://www.town.mie-kihoku.
lg.jp/hpdata/etc/advertise/
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交
付
対
象
者

　

対
象
作
物
の
生
産
数
量
目
標
に

従
っ
て
販
売
目
的
で
生
産
（
耕
作
）

す
る
販
売
農
家
・
集
落
営
農

申
請
に
つ
い
て

　

昨
年
度
申
請
さ
れ
て
い
る
方
に
は

役
場
農
林
水
産
課
よ
り
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
（
５
月
予
定
）。
新
規
の
方

は
下
記
受
付
窓
口
に
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
東
紀
州
農
業
共
済

の
営
農
計
画
書
（
細
目
書
）
を
確
認

書
類
と
し
て
使
用
し
ま
す
の
で
、
共

済
へ
の
提
出
の
際
に
は
面
積
、
品
目

名
、
水
稲
以
外
に
つ
い
て
は
販
売
用
・

自
家
用
等
を
正
確
に
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

申
請
期
限　
７
月
１
日
（
月
）

■
交
付
金
の
概
要

●
米
の
直
接
支
払
交
付
金

　

主
食
用
米
の
作
付
け
面
積
か
ら
、

自
家
消
費
米
相
当
分
と
し
て
一
律
10

ア
ー
ル
を
控
除
し
た
面
積
に
対
し
て

交
付

※

農
業
共
済
へ
の
加
入
が
条
件
で
す
。

１
５
，
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

●
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

　

水
田
に
麦
、
大
豆
、
米
粉
用
米
、

飼
料
用
米
等
の
作
付
け
し
た
生
産
者

に
、
面
積
払
い
で
交
付
金
を
直
接
交

付【
戦
略
作
物
助
成
】

麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

３
５
，
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

米
粉
用
米
、
飼
料
用
米
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲

８
０
，
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

そ
ば
、
な
た
ね
、
加
工
用
米

２
０
，
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

【
二
毛
作
助
成
】　　

１
５
，
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

【
耕
蓄
連
携
助
成
】 

１
３
，
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

●
産
地
資
金

　

地
域
の
実
情
に
即
し
て
、
麦
・
大

豆
等
の
戦
略
作
物
の
生
産
性
向
上
、

地
域
振
興
作
物
（
野
菜
等
）
や
備
蓄

米
の
生
産
取
組
等
を
支
援

【
再
生
利
用
交
付
金
】

　

畑
の
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、
麦
、

大
豆
、
そ
ば
、
な
た
ね
を
作
付
け
た

場
合
に
一
定
額
（
２
〜
３
万
円
／
10

ア
ー
ル
）
を
最
長
５
年
間
交
付

●
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

　

対
象
作
物
に
つ
い
て
数
量
払
い
の

交
付
単
価
を
品
質
に
応
じ
て
増
減

【
対
象
作
物
】

　

麦
、
大
豆
、
て
ん
菜
、
で
ん
粉
原

料
用
ば
れ
い
し
ょ
、
そ
ば
、
な
た
ね

※

詳
し
い
内
容
等
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ   

東
海
農
政
局
津
地
域
セ
ン
タ
ー

農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

℡
０
１
２
０
（
38
）
３
７
８
６　
　

本
庁
農
林
水
産
課
農
政
係

℡（
46
）
３
１
１
６

そ
の
他
の
申
請
書
類
受
付
窓
口

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室

Ｊ
Ａ
伊
勢
紀
北
事
業
部
経
済
セ
ン

タ
ー

Town Information

施　策

農　業

農
業
の
経
営
所
得
安
定
対
策

農
業
の
経
営
所
得
安
定
対
策
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高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
等
の
「
人
と
農
地
の
問
題
」

が
あ
り
、
５
年
後
、
10
年
後
の
展
望

が
描
け
な
い
地
域
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
地
域
を
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
な
経
営
体
が
中
心
と
な
っ
て

地
域
農
業
を
引
っ
張
っ
て
い
く
の
か
、

ど
う
や
っ
て
そ
の
中
心
と
な
る
経
営
体

に
農
地
を
集
め
て
い
く
の
か
、
青
年

就
農
者
を
ど
の
よ
う
に
地
域
に
定
着

さ
せ
て
い
く
の
か
を
地
域
で
の
話
し

合
い
や
検
討
会
を
も
っ
て
策
定
さ
れ

る
も
の
で
す
。

    

農
業
を
始
め
た
い
方
や
新
た
に
人

を
雇
い
た
い
と
考
え
て
い
る
皆
様
を

支
援
し
ま
す
。

◇
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

〔
給
付
額
〕

１
５
０
万
円
／
年
間
（
最
長
５
年
間
）

〔
対
象
〕

①
原
則
と
し
て
45
歳
未
満
で
独
立
・

自
営
就
農
す
る
方

②
就
農
す
る
市
町
村
の
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
方

③
就
農
後
の
総
所
得
（
本
給
付
金
以

外
）
が
２
５
０
万
円
未
満
の
方

◇
青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）

〔
給
付
額
〕

１
５
０
万
円
／
年
間
（
最
長
２
年
間
）

〔
対
象
〕

①
原
則
と
し
て
就
農
予
定
時
の
年
齢

が
45
歳
未
満
の
方

②
都
道
府
県
が
認
め
る
研
修
期
間
等

で
お
お
む
ね
１
年
以
上
研
修
す
る
方

③
研
修
終
了
後
１
年
以
内
に
就
農
す

る
方

④
自
ら
農
業
経
営
ま
た
は
農
業
法
人

に
雇
用
さ
れ
て
就
農
す
る
方

◇
農
の
雇
用
事
業
（
農
業
法
人
等
へ

の
支
援
）

〔
助
成
額
〕

最
大
１
２
０
万
円
／
年
／
人

（
最
長
２
年
間
）

　

農
業
法
人
等
が
新
規
就
農
者
を
雇

用
し
て
、
栽
培
技
術
や
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
等
の
研
修
を
実
施
す
る
場
合
に
、

研
修
に
要
す
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。    

　

農
地
の
集
積
を
進
め
よ
う
と
す
る

皆
様
を
支
援
し
ま
す
。

◇
経
営
転
換
協
力
金

〔
交
付
額
〕　

30
〜
70
万
円
／
戸

（
貸
付
等
の
面
積
に
応
じ
て
）

〔
対
象
〕

　

経
営
転
換
等
を
き
っ
か
け
に
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付
け
ら
れ
る

中
心
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
に
協
力

し
て
い
た
だ
く
方

◇
分
散
錯
圃
解
消
協
力
金

〔
交
付
額
〕

５
千
円
／
10
ア
ー
ル

〔
対
象
〕

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付
け

ら
れ
た
中
心
経
営
体
の
農
地
の
連
担

化
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
方

◇
規
模
拡
大
加
算

〔
交
付
額
〕

２
万
円
／
10
ア
ー
ル

〔
対
象
〕

　

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
に
よ

り
、
面
的
集
積
し
て
経
営
規
模
を
拡

大
す
る
農
家

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
地

域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
へ
の
農
地

の
集
積
範
囲
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
交
付
要
件
が
大
幅
に
緩
和
し
ま

す
。

※

青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

及
び
経
営
転
換
協
力
金
・
分
散
錯
圃

解
消
協
力
金
に
つ
い
て
は
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

な
い
と
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

東
海
農
政
局
津
地
域
セ
ン
タ
ー　

℡
０
５
９
（
２
２
８
）
３
１
９
９

本
庁
農
林
水
産
課
農
政
係

℡（
46
）
３
１
１
６

地
域
の
人
と
農
地
の

　
　

問
題
の
解
決
に
向
け
た
施
策

地
域
の
人
と
農
地
の

地
域
の
人
と
農
地
の

　
　

問
題
の
解
決
に
向
け
た
施
策

　
　

問
題
の
解
決
に
向
け
た
施
策

Town Information

施　策

農　業■
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は

新
規
就
農
者
へ
の
支
援

農
地
集
積
へ
の
支
援

平成 25 年度紀北町農作業統一賃金基準額

作
業
内
容

基
準
金
額

1 日当たり（手作業） １反当たり（機械作業） その他

重作業賃金 軽作業賃金

トラクター

での３回耕

起

トラクター

での 1回耕

起

田植機によ

る植え付け

バインダー

での刈り取

り

コンバイン

での刈り取り

（脱穀まで）

コンバイン

での刈り取り

（乾燥まで）

10,000 円 6,000 円 24,000 円 8,000 円 8,000 円 8,000 円 20,000 円 26,000 円

育苗

（1箱当たり）

乾燥

（コンバイン

用 1袋）

683 円

（税込み） 400 円

問い合わせ　紀北町農業委員会事務局（本庁農林水産課内）　℡46-3116

便ノ山の休耕田で新たに農業を始めた石倉さん（長島在住）



 　

紀
北
町
の
男
女
共
同
参
画
社
会
を

推
進
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
施

策
を
実
施
す
る
「
紀
北
町
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
基 

本 

理 

念

　

男
女
が
と
も
に
支
え
あ
い
、
力
を

発
揮
で
き
る
ま
ち　

■
５
つ
の
基 

本 

目 

標

①
男
女
が
互
い
を
尊
重
す
る
ま
ち

②
男
女
が
と
も
に
参
画
す
る
ま
ち

③
男
女
が
互
い
に
支
え
あ
う
ま
ち

④
男
女
が
い
き
い
き
と
働
く
ま
ち

⑤
男
女
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち

※

計
画
書
は
役
場
本
庁
町
民
ホ
ー
ル
、

海
山
総
合
支
所
総
務
室
、
各
出
張
所
、

多
目
的
会
館
、
町
民
セ
ン
タ
ー
図
書

室
、
児
童
図
書
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

本
庁
総
務
課
総
務
係　

℡（
46
）
３
１
１
１

　

三
重
県
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
た
め
、
県
内
の
セ
ン
タ
ー
と
市

町
が
手
を
取
り
合
い
「
映
画
祭
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

東
紀
州
地
域
は
共
同
で
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
は
紀
宝
町
で
開
催
し
ま

す
。

映
画　
『
う
さ
ぎ
ド
ロ
ッ
プ
』

日
程　

７
月
６
日
（
土
）

開
場　

午
後
１
時

上
映　

午
後
１
時
50
分
〜
３
時
45
分

会
場　

紀
宝
町
「
ま
な
び
の
郷
」

料
金　

無
料

※

５
月
15
日
（
水
）
か
ら
整
理
券
を

本
庁
総
務
課
及
び
海
山
総
合
支
所
総

務
室
に
て
配
布
し
ま
す
。

託
児　

１
歳
〜
未
就
学
児

　
　
　
（
先
着
５
名
程
度
）

※

締
め
切
り
は
６
月
26
日
（
水
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

本
庁
総
務
課
総
務
係　

℡（
46
）
３
１
１
１

　

県
で
は
、
男
女
の
雇
用
均
等
、
女

性
の
能
力
活
用
や
、
仕
事
と
生
活
調

和
、
次
世
代
育
成
支
援
等
に
積
極
的

に
取
り
組
む
企
業
（
法
人
）
を
認
証
し
、

当
該
年
度
の
認
証
企
業
（
法
人
）
の

中
か
ら
さ
ら
に
、
表
彰
企
業
（
法
人
）

を
選
考
し
ま
す
。
応
募
方
法
等
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

応
募
対
象　

　

県
内
に
本
店
ま
た
は
主
た
る
事
務

所
が
あ
り
、
県
内
に
お
い
て
事
業
活

動
を
行
う
常
時
雇
用
労
働
者
を
有
す

る
法
人
（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
を

除
く
。
営
利
、
非
営
利
不
問
）

応
募
方
法

　

企
業（
法
人
）か
ら
の
直
接
応
募（
申

請
書
等
に
記
入
の
う
え
郵
送
ま
た
は

持
参
で
提
出
）

応
募
期
限　

６
月
28
日
（
金
）
必
着

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

三
重
県
雇
用
経
済
雇
用
対
策
課

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
４
５
４　

　

０
５
９
（
２
２
４
）
２
４
５
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お
し
ご
と
三
重
」　

http://w
w
w
.oshigoto.pref.m

ie.lg.jp/

　

東
京
都
町
田
市
の
「
桜
美
林
大
学
」

で
、
観
光
の
勉
強
を
し
て
い
る
学
生

と
一
緒
に
、
現
在
販
売
さ
れ
て
い
る

商
品
に
ひ
と
手
間
加
え
、
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
等
を
ほ
ど
こ
し
、
商
品
を
も
っ

と
魅
力
的
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る

事
業
者
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

大
学
生
の
若
い
セ
ン
ス
と
本
気
の

力
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
用
例

　

既
存
の
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
変
更
し
て
、若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
お
土
産
商
品
等
を
作
成
す
る
。

申
込
期
間

５
月
１
日
（
水
）
〜
27
日
（
月
）

※

商
品
改
良
に
伴
う
、
原
材
料
・
消
耗

品
代
金
等
は
、
す
べ
て
申
請
者
の
負
担

に
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
商
品
が
多
数

の
場
合
は
、
選
考
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
産
業
振
興

係　℡（
32
）
３
９
０
３

男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　
　
　
　

実
現
を
目
指
し
て

男
女
共
同
参
画
社
会
の

男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　
　
　
　

実
現
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　

実
現
を
目
指
し
て

「
紀
北
町
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

男
女
共
同
参
画
連
携
映
画
祭

の
開
催

男
女
共
同
参
画
連
携
映
画
祭

の
開
催

男
女
が
い
き
い
き
と
働
い
て

い
る
企
業
募
集

町
内
業
者
の
皆
様
へ

施　策

開　発

施　策

参　画

桜
美
林
大
学
生
と
コ
ラ
ボ
し
た
、

桜
美
林
大
学
生
と
コ
ラ
ボ
し
た
、

          
          

商
品
ア
レ
ン
ジ
を
し
ま
せ
ん
か

商
品
ア
レ
ン
ジ
を
し
ま
せ
ん
か

FAX

Town Information

10
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本
町
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
多
数
お
ら

れ
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
平
成
24
年

度
中
に
表
彰
さ
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

【
叙
勲
】

○
藍
綬
褒
章
（
内
閣
総
理
大
臣
）

平
野　

敬
子
（
島
原
）　

【
福
祉
関
係
】　

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰

（
厚
生
労
働
大
臣
）

前
川　

雅
美
（
東
長
島
）

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰

（
三
重
県
知
事
）

宮
原　

守
（
東
長
島
）

東　

春
香
（
東
長
島
）

○
三
重
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

長
表
彰
（（
社
）
三
重
県
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
長
）

平
野　

弘
治
（
島
原
）

○
全
国
食
生
活
改
善
推
進
員
団
体
連

絡
協
議
会
名
誉
会
員
表
彰
（
全
国
食

生
活
改
善
推
進
員
団
体
連
絡
協
議
会

長
）

大
谷
つ
じ
ゑ
（
東
長
島
）

【
保
護
司
関
係
】

○
更
生
保
護
司
会
功
労
表
彰
（
中
部

地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
）

水
谷　

慶
彦
（
相
賀
）

○
更
生
保
護
司
会
功
労
表
彰
（
津
保

護
観
察
所
長
）

谷
口　

武
久
（
馬
瀬
）

林　

宏
城
（
島
原
）

原　

英
了
（
中
里
）

○
更
生
保
護
司
会
功
労
感
謝
状
（
津

保
護
観
察
所
長
）

植
松　

妙
子
（
白
浦
）

宮
澤　

祀
子
（
東
長
島
）

【
消
防
団
関
係
】

○
消
防
功
績
章
（
日
本
消
防
協
会
）

東　

眞
佐
夫
（
東
長
島
）

○
消
防
功
績
章
（
三
重
県
知
事
）

東　

薫
（
三
浦
）

林　

安
志
（
船
津
）

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

○
第
８
回
東
海
空
手
道
選
手
権
大
会

・
小
学
校
４
年
組
手
の
部　

３
位

山
下　

勇
輝
（
船
津
小
学
校
４
年
生
）

・
小
学
校
５
年
組
手
の
部　

３
位

梅
本　

雄
大
（
引
本
小
学
校
５
年
生
）

・
中
学
校
２
年
組
手
の
部　

３
位

中
村　

葵
（
潮
南
中
学
校
２
年
生
）

○
第
28
回
三
重
県
少
年
少
女
空
手
道

選
手
権
大
会

・
組
手
の
部　

優
勝

梅
本　

遥
菜
（
引
本
小
学
校
４
年
生
）

○
第
５
回
三
重
県
空
手
道
錬
成
大
会

・
組
手
の
部　

優
勝

中
村　

蘭
（
潮
南
中
学
校
３
年
生
）

○
第
23
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

・
団
体
の
部
（
三
重
県
選
抜
）　

５
位

古
畑　

歩
（
赤
羽
中
学
校
３
年
生
）

○
三
重
県
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会

・
50
ｍ
背
泳
ぎ
11-

12
歳
の
部　

優
勝

東　

海
斗
（
三
浦
小
学
校
６
年
生
）

・
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　

13-

14
歳
の
部　

優
勝

上
村　

綺
（
潮
南
中
学
校
１
年
生
）

○
第
64
回
三
重
県
中
学
校
学
年
別
水

泳
競
技
大
会　

・
１
０
０
m
平
泳
ぎ　

１
年
生
の
部　

優
勝

直
江
み
な
み
（
潮
南
中
学
校
１
年
生
）

・
１
年
生
女
子
総
合　

優
勝

潮
南
中
学
校
水
泳
部

・
２
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

１
年
生
女
子
の
部　

優
勝

潮
南
中
学
校
水
泳
部

○
三
重
県
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会

・
50
ｍ
平
泳
ぎ

13-

14
歳
の
部　

優
勝

直
江
み
な
み
（
潮
南
中
学
校
１
年
生
）

・
１
０
０
ｍ
自
由
形

11-

12
歳
の
部　

優
勝

平
野　

真
帆
（
潮
南
中
学
校
１
年
生
）

○
第
65
回
三
重
県
中
学
校
水
泳
競
技
大

会　・
50
ｍ
自
由
形　

優
勝

長
井　

沙
綾
（
潮
南
中
学
校
３
年
生
）

○
三
重
県
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技

大
会

・
２
０
０
ｍ
自
由
形　

優
勝

長
井　

悠
哉
（
尾
鷲
高
等
学
校
２
年
生
）

・
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
・
２
０
０
ｍ

バ
タ
フ
ラ
イ　

優
勝

濵
口　

知
佐
（
尾
鷲
高
等
学
校
２
年
生
）

○
第
59
回
東
海
高
校
総
合
体
育
大
会
レ

ス
リ
ン
グ
競
技　

・
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル　

１
２
０
㎏
級　

２
位

東　

実
秀
（
尾
鷲
高
等
学
校
１
年
生
）

○
第
56
回
全
国
高
校
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ

大
会
東
海
地
区
予
選
会　

・
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル　

１
２
０
㎏
級　

３
位

東　

実
秀
（
尾
鷲
高
等
学
校
１
年
生
）

平
成
24
年
度
各
種
表
彰

　
　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
24
年
度
各
種
表
彰

年
度
各
種
表
彰

　
　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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４
月
１
日
か
ら
の
役
場
の
職
員
配

置
と
新
規
採
用
職
員
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
本
庁
16
課
40
係
、
海
山
総
合
支

所
６
室
11
係
で
、
行
政
職
員
１
６
４

名
、
現
業
職
員
45
名
、
嘱
託
職
員
１

５
８
名
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
課
の
生
涯
学
習

係
を
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
等
の
振
興
を

推
進
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
と
、
社

会
教
育
を
推
進
す
る
社
会
教
育
係
の

２
つ
の
係
体
制
に
し
ま
し
た
。

○
議
会
事
務
局
（
３
名
）

谷
吉
希
（
事
務
局
長
）▽
総
務
係
：
上

野
隆
志
（
主
幹
）
奥
村
能
行
（
係
長
）

○
総
務
課
（
15
名
）

堀
秀
俊
（
課
長
）
八
原
克
行
（
広
域

連
合
事
務
局
長
）
玉
本
真
也
（
課
長

補
佐
）▽
総
務
係
：
水
谷
法
夫
（
主
幹
）

奥
川
由
紀
子
（
係
長
）
村
川
琢
磨
（
主

任
）
上
村
康
司
（
現
業
職
）▽
職
員
係
：

森
本
太
郎
（
係
長
）
石
倉
広
紀
（
主
任
）

▽
文
書
係
：
中
野
洋
二
（
係
長
）▽
紀

北
広
域
連
合
（
派
遣
）：
山
口
恒
徳
（
主

査
）▽
課
付
：
日
合
豊
・
宮
原
達
也
・

家
倉
尚
子
・
濵
田
崇

○
財
政
課
（
６
名
）

工
門
利
弘
（
課
長
）
石
倉
充
能
（
課

長
補
佐
）▽
財
政
係
：
垣
内
洋
人(

係

長
）
奥
川
賀
夫
（
主
任
）▽
管
財
契
約

係
：
井
土
誠（
主
幹
）樋
口
淳
也（
係
長
）

○
危
機
管
理
課
（
６
名
）

上
野
和
彦
（
課
長
）
中
野
徹
（
課
長

補
佐
兼
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係
長
）

▽
防
災
対
策
係
：
東
雅
人
（
係
長
）

井
上
理
（
主
任
：
消
防
か
ら
派
遣
）

民
部
享
（
主
事
）▽
防
犯
・
交
通
安
全

対
策
係
：
堀
内
拓
也
（
主
事
）

○
企
画
課
（
９
名
）

脇
博
彦
（
課
長
）
玉
津
裕
一
（
課
長

補
佐
）▽
企
画
係
：
濵
田
耕
一
郎
（
係

長
）
武
村
多
恵
（
主
査
）
山
口
文
明
（
主

任
）▽
広
報
係
：
東
典
弘
（
係
長
）
井

上
貴
義
（
主
事
）▽
東
紀
州
地
域
振
興

公
社
（
駐
在
）：
高
須
宏
明
（
主
任
）

樋
口
貴
弘
（
主
事
）

○
税
務
課
（
９
名
）

服
部
峰
穂
（
課
長
）▽
課
税
係
：
直
江

和
哉
（
係
長
）
井
谷
雅
（
主
任
）
水

口
香
代
子
（
主
任
）
柳
田
康
裕
（
主
事
）

▽
徴
収
係
：
近
藤
大
志
（
主
幹
兼
徴

収
係
長
）
海
上
伸
浩
（
主
事
）
疇
地

将
徳
（
主
事
）▽
紀
州
県
税
事
務
所
（
駐

在
）：
玉
津
総
司
（
主
事
）

○
住
民
課
（
８
名
）

脇
俊
明
（
課
長
）
林
康
成
（
課
長
補
佐
）

▽
住
民
係
：
岡
一
女
（
係
長
）
東
有

加（
主
任
）源
口
晴
子（
主
任
）▽
国
保
・

年
金
係
：
細
川
宏
史
（
係
長
）
林
拓

郎
（
主
任
）
石
倉
聡
子
（
主
事
）

○
環
境
管
理
課
（
30
名
）

井
谷
哲
（
課
長
）
上
野
弘
明
（
施
設

担
当
副
参
事
）
岡
野
克
也
（
課
長
補

佐
兼
環
境
管
理
係
長
）
東
孝
明
（
課

長
補
佐
）
中
村
元
（
課
長
補
佐
兼
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
長
）▽
環
境
管
理

係
：
中
野
克
哉
（
主
事
）
上
野
義
人
（
現

業
職
）
水
谷
誠
志
（
現
業
職
）▽
廃
棄

対
策
係
：
世
古
基
樹
（
主
幹
兼
係
長
）

橋
本
健
吾
（
主
任
）▽
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
係
：
五
味
康
幸
（
現
業
職
）

疇
地
昭
広
（
現
業
職
）
大
原
薫
（
現

業
職
）
龍
鉄
史
（
現
業
職
）
内
山
敦

雄
（
現
業
職
）
西
村
美
杉
（
現
業
職
）

西
村
正
人
（
現
業
職
）
中
山
太
郎
（
現

業
職
）
川
端
通
（
現
業
職
）
別
當
義

久
（
現
業
職
）
林
信
宏
（
現
業
職
）

脇
明
也
（
現
業
職
）
井
谷
清
孝
（
現

業
職
）
小
家
邦
彦
（
現
業
職
）
東
聡
（
現

業
職
）▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
：
川

口
信
一
郎
（
現
業
職
）
立
岡
鐘
道
（
現

業
職
）
直
江
憲
尚
（
現
業
職
）
東
繁

之
（
現
業
職
）
塩
崎
成
一
（
現
業
職
）

○
福
祉
保
健
課
（
32
名
）

大
谷
眞
吾
（
課
長
）
奥
川
英
（
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
牧
野
尚
記

（
赤
羽
寮
長
）
橋
倉
一
樹
（
赤
羽
寮
施

設
長
）
中
村
吉
伸
（
課
長
補
佐
）
中

村
組
（
課
長
補
佐
）
加
藤
澄
子
（
課

長
補
佐
兼
保
育
所
係
長
）
西
村
典
子

（
課
長
補
佐
兼
養
護
係
長
）▽
地
域
福

祉
係
：
疇
地
啓
太
（
係
長
）
久
保
有

謙
（
主
任
）▽
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉

係
：
長
井
裕
悟
（
主
幹
兼
係
長
）
中

井
陽
子
（
主
事
）▽
地
域
保
健
係
：
上

野
淑
（
係
長
）
長
井
礼
子
（
主
任
）

宮
原
由
佳
利
（
主
任
）
五
味
正
治
（
主

事
）
間
野
夏
奈
子
（
主
事
）▽
赤
羽
寮

養
護
係
：
東
瞳
（
主
任
）
倉
本
由
紀

子
（
現
業
職
）
奥
田
充
子
（
現
業
職
）

東
治
子
（
現
業
職
）▽
赤
羽
寮
特
別
養

護
係
：
本
山
吉
野
（
係
長
）
長
井
由

美
子
（
主
査
）
大
西
陽
子
（
主
任
）

柏
屋
大
樹
（
主
事
）
西
信
子
（
現
業
職
）

東
臣
紀
（
現
業
職
）
平
野
有
良
（
現

業
職
）
宮
原
裕
子
（
現
業
職
）
庄
司

光
代
（
現
業
職
）
佐
々
木
千
束
（
現

業
職
）
石
原
澄
香
（
現
業
職
）

○
農
林
水
産
課
（
８
名
）

武
岡
芳
樹
（
課
長
）
宮
地
浩
（
課
長

補
佐
）▽
農
政
係
：
竹
谷
嘉
真
（
係
長
）

植
村
敏
行
（
主
事
）▽
林
政
係
：
岩
見

建
志
（
主
幹
）
高
芝
健
司
（
係
長
）▽

水
産
係
：
鶴
田
博
樹
（
係
長
）
橋
倉

政
弘
（
主
事
）

○
商
工
観
光
課
（
６
名
）

濵
田
多
実
博
（
課
長
）▽
商
工
係:

宮
原

優
（
係
長
）
宮
本
剛
秀
（
主
事
）▽
観

光
係
：
塩
﨑
清
人
（
主
幹
兼
係
長
）
大

西
容
敬
（
主
任
）
松
井
務
（
主
任
）

○
建
設
課
（
16
名
）

上
村
康
二
（
課
長
）
脇
昭
博
（
技
術
担

当
副
参
事
兼
建
築
係
長
）宮
本
忠
宜（
課

長
補
佐
）
植
地
俊
文
（
課
長
補
佐
）▽

管
理
係
：
喜
多
敦
（
係
長
）
寺
浦
圭
（
主

任
）長
井
一
晃（
主
事
）大
久
保
育
紀（
現

業
職
）
小
川
敬
吾
（
現
業
職
）▽
地
籍

調
査
係
：
直
江
憲
樹
（
係
長
）▽
工
務
係
：

永
井
豊
樹
（
係
長
）
奥
村
邦
仁
（
主
査
）

東
聡
（
主
任
）
大
谷
平
吉
（
主
任
）
長

井
進
（
主
事
）▽
建
築
係
：
中
村
壮
（
主

事
）

○
出
納
室
（
２
名
）

世
古
雅
則
（
会
計
管
理
者
）▽
出
納
係
：

佐
々
木
猛
（
係
長
）

○
水
道
課
（
８
名
）

久
保
建
作
（
課
長
）
上
ノ
坊
健
二
（
課

長
補
佐
）▽
業
務
係
：
岡
村
賢
二
（
係
長
）

上
村
健
一（
主
事
）民
部
裕
久（
現
業
職
）

福
屋
広
充（
現
業
職
）東
靖
之（
現
業
職
）

▽
総
務
係
：
山
下
実
宣
（
係
長
）

○
学
校
教
育
（
12
名
）

玉
津
武
幸
（
課
長
）
奥
田
秀
紀
（
課
長

補
佐
・
学
校
指
導
主
事
）
楠
真
弓
（
紀

本
庁
舎
職
員
配
置

行　政
おしらせ

役
場
の
職
員
配
置
と
新
規
採
用

役
場
の
職
員
配
置
と
新
規
採
用

                          
                          

職
員
の
紹
介
に
つ
い
て

職
員
の
紹
介
に
つ
い
て

12
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伊
長
島
幼
稚
園
長
）▽
学
校
教
育
係
：

中
野
律
（
係
長
）
長
井
亮
介
（
主
任
）

▽
紀
伊
長
島
幼
稚
園
：
東
真
美
（
係
長
）

田
島
志
保
（
主
任
）
北
浦
志
保
（
主
事
）

▽
学
校
給
食
係
：
徳
田
臣
生
（
係
長
）

東
真
理
（
主
任
）
中
村
修
（
現
業
職
）

上
村
淳
（
現
業
職
） 

○
生
涯
学
習
課
（
５
名
）

宮
原
俊
也
（
課
長
）▽
社
会
教
育
係
：

家
倉
義
光
（
係
長
）
中
村
大
輔
（
主
事
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
：
奥
村
京
英
（
係

長
）
濵
田
航
太
（
主
事
）

○
総
務
室
（
５
名
）

中
場
幹
（
支
所
長
兼
室
長
）▽
総
務
係
：

中
井
崇
（
係
長
）▽
防
災
対
策
係
：
芝

原
竜
太
（
係
長
）
中
村
仁
郎
（
主
任
）

▽
室
付
：
三
鬼
文
香

○
住
民
室
（
５
名
）

尾
上
公
敏
（
副
参
事
兼
室
長
）▽
税
務

係
：
藤
原
純
一
（
係
長
）
植
村
和
将
（
主

事
）▽
住
民
係
：
濵
田
ま
み
（
係
長
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
森
田
耕
司
（
係
長
）

○
福
祉
環
境
室
（
６
名
）

森
岡
純
司
（
室
長
兼
環
境
管
理
係
長
）

▽
環
境
管
理
係
：
濵
口
智
之
（
主
事
）

▽
福
祉
保
健
係
：
奥
村
重
仁
（
係
長
）

藤
原
ま
ど
か
（
主
査
）
岡
村
真
穂
（
主

任
）
植
村
元
紀
（
主
事
）

○
産
業
建
設
室
（
８
名
）

上
村
毅
（
室
長
兼
産
業
振
興
係
長
）▽

産
業
振
興
係
：
野
間
宏
哉
（
主
事
）

奥
村
悠
磨
（
主
事
）
植
松
登
志
典
（
現

業
職
）
鳥
飼
俊
治
（
現
業
職
）
濵
野

和
彦
（
現
業
職
）▽
土
木
係
：
川
口
和

志
（
係
長
）
宮
原
大
輔
（
主
任
）

○
水
道
室
（
３
名
）

大
西
浩
司
（
室
長
兼
業
務
係
長
）▽
業

務
係
：
川
端
剛
央
（
現
業
職
）
尾
﨑

晃
司
（
現
業
職
）

○
教
育
室
（
８
名
）

直
江
仁
（
室
長
兼
教
育
係
長
）
塩
崎

千
賀
（
ふ
な
つ
幼
稚
園
長
）
平
岡
容

子
（
引
本
幼
稚
園
長
）▽
教
育
係
：
武

村
文
明
（
主
事
）▽
海
山
公
民
館
：
伊

藤
光
洋
（
主
任
）▽
船
津
幼
稚
園
：
鈴

木
珠
代
（
係
長
）
西
村
佳
奈
（
主
事
）

▽
引
本
幼
稚
園
：
橋
本
あ
よ
り
（
主
任
）

Town Information

海
山
総
合
支
所
職
員
配
置

平成25 年度は12 名の
職員を採用しました

 

 

 

 

 

 

 

 

   学校教育課　北浦　志保

子どもたちの元気に負けないよ
う、 精一杯頑張ります。

    危機管理課　堀内　拓也

勉強の毎日ですが、 町民の皆様
のお力になれるよう頑張ります。

   福祉保健課　柏屋　大樹

町民の皆様のお役にたてる職員
になるよう頑張ります。

    生涯学習課　中村　大輔

公務員としての自覚を持ち、 精一
杯頑張っていく所存です。

  環境管理課　中野　克哉

紀北町に貢献できるよう、
一生懸命頑張ります。

福祉保健課　中井　陽子

精一杯頑張りますので、
よろしくお願いします。

     福祉保健課　間野　夏奈子

早く地域の皆様のお役にたてるよう
に頑張りたいと思います。

   福祉保健課　五味　正治

皆様から多くを学び、 共に健康
を高めていけるよう頑張ります。

　産業建設室　奥村　悠磨

紀北町のために一生懸命頑張りま
す。 よろしくお願いします。

       税務課　疇地　将徳

故郷に少しでも貢献できるように
頑張ります。

            教育室　西村　佳奈

子どもたちの笑顔があふれる町づくり
にまい進していきたいと思います。

    農林水産課　橋倉　政弘

早く町民の皆様のお役にたてるよ
う一生懸命頑張ります。

おくむら　 ゆうま

にしむら　 　かな

かしわや　 　だいき なかの　 　　かつや

あぜち　 　まさのり

ごみ 　　　せいじ

はしくら　　まさひろ

なかむら　だいすけ

ほりうち　　たくや きたうら　　　しほ

なかい　　　ようこ

まの　　　　かなこ
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問い合わせ

　

本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

5月の「健康ウォーキング」はお休みさせていただきます。

２つのスポーツ施設がオープンしました！
たくさんのご利用を！！
２つのスポーツ施設がオープンしました！
たくさんのご利用を！！
　紀北町では、4月に、紀伊長島区に東長島スポーツ公園が、
海山区に大白公園多目的グラウンドが完成しました。
　各施設の利用時間や使用料等は下記のとおりです。どんどんご活用ください。

利用時間 単位使用形態 使用料 備考

○グラウンド（利用時間及び使用料）

1時間

町民がスポーツ活動で利用する場合

入場料等を徴収する場合

そのほかの場合

無料

3,570円

210円

1時間を超える利用につ
いては、1時間単位で加
算する。

午前9時～午後9時

夜間照明料金 1,050円

利用時間 単位使用形態 使用料 備考

高校生以下の方のみで利用する場合

そのほかの場合

100円 1時間を超える利用につ
いては、1時間単位で加
算する。

午前9時～日没
210円

利用時間 単位使用形態 使用料 備考

1時間

１面
1時間

そのほかの場合

100円
1時間を超える利用につ
いては、1時間単位で加
算する。

午前9時～午後9時30分

420円

210円

2,100円

利用時間 単位使用形態 備考

○グラウンド（利用時間及び使用料）

1時間

町民がスポーツ活動で利用する場合

入場料等を徴収する場合

そのほかの場合

無料

3,570円

210円

1時間を超える利用につ
いては、1時間単位で加
算する。

使用種目例    
野球、ソフトボール、サッカー、グラウンドゴルフ、テニス、

バスケットボール、バレーボール、柔道、剣道等

●東長島スポーツ公園

○テニスコート（利用時間及び使用料）

○体育館及び武道館（利用時間及び使用料）

スポーツ活動で利用する場合

文化関係行事に利用する場合

入場料等を徴収する場合

使用種目例　
野球、ソフトボール、サッカー、グラウンドゴルフ等

●大白公園多目的グラウンド

午前9時～午後5時

※ナイター設備はありません。

利用申請               東長島スポーツ公園、大白公園多目的グラウンドともに、利用には申請書の提出が必要です。
　　　　　　    利用する日の60日前から3日前までに本庁生涯学習課または海山総合支所教育室に提出してください。

問い合わせ          東長島スポーツ公園　            教育委員会本庁生涯学習課　℡46-3125
                              大白公園多目的グラウンド　 海山総合支所教育室　　　　 ℡32-3905

使用料



だより図
5月の新刊案内

書館

15

May

      　　 　　　

町民センター図書室から
「望郷」
　　　　   　　　   /湊かなえ

 「うんちっち」　
      /ステファニー・ブレイク 

児童図書館から
  「何者」　      
　   　　　　　　/朝井リョウ

多目的会館図書室から

「ひきだし」/新井洋行
「おしいれ」/新井洋行
「でんしゃにのって」/とよたかずひこ
「国旗のえほん」/戸田やすし
「あらまっ！」/ケイト・ラム
「決戦！どうぶつ関ヶ原」/コマヤスカン
「ミッケ！」/ジーン・マルゾーロ　
「色のない怪談　怖い本」/緑川聖司
「一期一会　恋信じてる。友信じてる。」
                                         /チーム１５１Ｅ☆
「一期一会　だれでもオシャレ。」
                                         /マインドウェイブ

※借りた本は必ず返してください。
☆あかちゃんの時から親子でいっしょに
絵本をたのしもう！

「図書名」/著者名
「幕末・維新全藩事典」/人文社編集部
「お能の見方」/白洲正子　吉越立雄
「日本経済　地方からの再生」
                                         /西澤隆　桑原真樹
「竜の眠る海」/金蓮花
「夢をかなえるゾウ２ガネーシャと貧乏
神」/水野敬也
「私が語りはじめた彼は」/三浦しをん
「鬼談百景」/小野不由美
「赤い森」/折原一
「BORN TO RUN 走るために生まれた  ウル
トラランナーVS人類最強の“走る民族 ”」
            /クリストファー・マクドゥーガル

※延滞されている方は至急ご返却お願い
します。 

【一般図書】
「火口のふたり」/白石一文
「笑うハーレキン」/道尾秀介
「等伯（上・下）」/安部龍太郎
「世界から猫が消えたなら」 /川村元気                       
「ハピネス」/桐野夏生
「ますます眠れなくなる宇宙のはなし」
　　　　　　　　　　　　　/佐藤勝彦
【児童図書】
「かいけつゾロリ なぞのスパイとチョ
コレート」/原ゆたか
「身の毛もよだつ 恐怖 !!都市伝説」
　　　　　　　　　       　     /平川陽一
「まゆげちゃん」/真珠まりこ

※延滞されている方は、至急返却お願い
します。

「図書名」/著者名 「図書名」/著者名

「おはなし会」（多目的会館図書室）5月11日（土）14：00～
対象：幼児　絵本の読みきかせ、紙芝居をします。

「よみきかせの会」（児童図書館）5月11日（土）10：30～

児童図書館で絵本と紙芝居の読みきかせと、幼児向けの折り

紙遊びを予定しています。

荷坂やすらぎ苑組合嘱託職員募集
職種及び採用予定人員　
嘱託職員（施設管理・火葬業務等）　1名
応募資格
①受験時において、大紀町及び紀北町内に住所を
有し、昭和28年4月2日以降に生まれた方
②心身共に健全で、業務に支障がないこと
③日本国籍を有し、地方公務員法第16条に定める
欠格条項に該当しない方
④普通自動車運転免許を取得している方
採用予定年月日
平成25年6月1日
応募期間　
5月1日（水）～15日（水）
午前8時30分～午後5時15分
（ただし、土・日曜日、祝日は除く）
※郵送可（15日必着）

試験日及び場所
5月21日（火）午前10時～
大紀町役場大内山支所
（健康福祉センターいきいきプラザ内）
提出書類（各１通）
①申込書（指定用紙）②履歴書　③健康診断書
④普通自動車運転免許証の写し
※申込書は大紀町役場環境水道課及び大内山支所、
本庁環境管理課及び海山総合支所福祉環境室で配布
【問い合わせ・書類提出先】
大紀町役場環境水道課　荷坂やすらぎ苑組合事務局
〒519-2703　度会郡大紀町滝原1610番地1
※郵送の場合は、封筒に「採用試験申込書在中」と
朱書きしてください。
℡0598-86-2245



3/24　紀伊長島IC付近

　紀勢自動車道の紀勢大内山 IC から紀伊長島 IC まで
の区間、約 10.3 ㎞がこの日、開通しました。
　東長島公民館で開通記念式典が行われた後、参列者
が紀伊長島IC付近へと移動し、関係者が見守る中、テー
プカットと、大紀本線料金所手前を折り返すパレード
が行われました。
　新しい区間は、午後 3 時に開通し、一般車両の利用
が可能となりました。

　紀勢自動車道の紀勢大内山 IC から紀伊長島 IC まで
の区間、約 10.3 ㎞がこの日、開通しました。
　東長島公民館で開通記念式典が行われた後、参列者
が紀伊長島IC付近へと移動し、関係者が見守る中、テー
プカットと、大紀本線料金所手前を折り返すパレード
が行われました。
　新しい区間は、午後 3 時に開通し、一般車両の利用
が可能となりました。

　町内の小・中学校、幼稚園で、入学（園）式が
行われました。
　紀北中学校と矢口小学校では、児童生徒が緊張
した表情で校長先生らの話を聞いていました。
　児童生徒たちは、これから新しい環境の中で、
勉強やスポーツに励んでいきます。

　ミツバツツジが見ごろなこの日、宝泉寺と種まき
権兵衛の里で、種まき権兵衛まつりが行われました。
　種まき権兵衛の里では、保存会などによる 3種類
の権兵衛踊りや、便ノ山神楽保存会による神楽舞い、
獅子の口からお菓子を取るアトラクションも行われ、
子どもたちは恐る恐る手を伸ばしていました。

　第４回きほく温泉まつりが開催されました。
　地元の物産販売や大敷汁の振る舞い、ステージ
ではソーラン踊りなどのパフォーマンスが行われ
ました。
　元気いっぱいのよさこいソーランなどの催しで、
会場はにぎわっていました。
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News & Topics

Kihoku Playback

きほく温泉まつり

種まき権兵衛祭り

輝く未来へ 「命の道」開通

4/8　紀北中学校

4/8　矢口小学校

3/31 　ホテル季の座駐車場

3/20　宝泉寺・種まき権兵衛の里　



【平成25年3月1日～31日受付分】

お誕生おめでとう

ごめい福を祈ります

（
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

善
意
を
あ
り
が
と
う

戸籍の窓

長　

島　

岡
田　

洋
介

東
長
島　

谷
口　

光
保

船　

津　

五
味　

克
敏

相　

賀　

中
屋　

光
博

松
阪
市　

稲
葉　

俊
二

原
宿
懐
メ
ロ
会

二
万
円

三
万
円

三
万
円

二
万
円

三
万
円

一
万
六
四
九
五
円

※本人または親族の方の了承を得て掲載しています。

（敬称略）

住　所　   子の名前　  保護者
長　島　  中川　陽葵　    純一
東長島　  石倉　優渚　    一徳　
東長島　  中村　　夏　    学　
東長島　  石井　統偉　    貴久
古　里　  大西　美結　    孝政
矢口浦　  小川　耀士　    博
相　賀　  中村　優希　    尚弘
引本浦　  田之上こころ   定史
相　賀　  川端　大翔　    英則
相　賀　  原　　心晴　    幸弘　

住　所　   氏　　名　　 （年齢）
島　原　  大谷　春代    （84歳）
東長島　  水口　義治     （72歳）
東長島　  東　　松子     （94歳）
長　島　  山本　　稔  　（87歳）
長　島　  竹谷　　誠     （55歳）
長　島　  宮原　まゑ     （92歳）
長　島　  西田　にゑ　  （95歳）
大　原　  稲葉　　哲      （90歳）
道　瀬　  濵田　明子     （71歳）
長　島　  石　たづよ  　（71歳）
東長島　  東　眞由美     （63歳）
島　原　  林　　幸代     （87歳）
長　島　  太田　　稔      （84歳）
長　島　  大西　一惠     （83歳）
相　賀　  岡本　育子     （70歳）
相　賀　  今井　宏也     （83歳）
船　津　  鈴木　勝郎     （75歳）
相　賀　  民部　あい     （88歳）
相　賀　  直江　　丈     （70歳）
引本浦　  奥村　勝美     （69歳）
相　賀　  玉津　歌子     （91歳）
引本浦　  細野　旭三     （87歳）
船　津　  海上すみゑ     （94歳）
矢口浦　  　村　　夫     （88歳）
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消防・警察だより
救急休日在宅当番表

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島区の方のみ

５月の免許更新日（14日・28日）
受 付 時 間   9 時 ～14時 /優良・一般   15時 ～16時
※問い合わせは尾鷲警察署交通課免許係（TEL  25-0110)までお電話ください。

（3月末現在）

交通事故発生状況（３月末現在）

警察だより

消防だより

(　)は前年比

火 

災

４８９(－２８)３２４(－２９)

１０３(＋１) ７４(＋３)

その他

８(－１)

７(＋１)

１８(＋６)

１６(±０) ６(－３)

１２０(＋１９) ８４(＋１６) １０(－２)

３５(＋７) ６７(－１４) ６３(＋８)

０(±０) １(＋１)

０(±０)

１(＋１)

総件数 急　病 交通事故 一般負傷

２(±０)

３(－２)

海 山 区 １(－２)

６(－４)

１(±０) ０(±０) ０(±０)

０(±０)

０(±０)

０(±０)

０(－２)

船　舶 航空機 その他

紀伊長島区 ３(±０) ０(－１) ０(±０) ０(±０)

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内 ２(－３) ０(±０)
 

救 

急

※組合管内は、三
　重紀北消防組合
　管内の件数

(　)は前年比

海 山 区

紀伊長島区

組合管内

三 重 県 内 １５，８２２
（＋７２）

２,４０４
（－１２３）

２４
（－１）

３，０８６
（－２４５）

１３，４１８
（＋１９５）

尾鷲署管内

紀 北 町 ８２（－２４）

２１５（＋２） ４８（＋８） ６５（＋１３）

６５（－２２）

１６７（＋１）

２（＋２）

２（＋２）

１７（－２） ２６（－１）

交通事故総件数人身事故件数 死 者 数 負 傷 者 数物損事故件数

受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。（救急医療情報システム TEL 22-1199）

西村整形外科

南輪内診療所

垣内胃腸科内科医院
かとう小児科
加 藤 内 科
尾 辻 医 院
世古口クリニック
海山レディースクリニック
木 ノ 内 医 院

5/3
5/4
5/5
5/6
5/12
5/19
5/26

金
土
日
月
日
日
日

月日 尾　　鷲曜日 電　　話 紀　　北 電　　話

47 - 4800
47 - 3341
32 - 1666
47 - 0890
32 - 1188
33 - 0888
47 - 4346

23 - 3210

27 - 3399

-
-

-
-

-

-

-

-
-

-



　少しでも「タバコをやめてみようかな」と思うなら、ぜひ禁煙に挑戦してみてください。

　１度で成功しなくても、あきらめないことが大切です。

　禁煙中に何度となく現れては消えてゆく「吸いたい」という気持ち。それらに対処する方法を知っておくことで、禁

煙の成功率はグッと上がります。吸いたい気持ちが続くのはわずか 3分間といわれています。吸いたい気持ちを先送り

にし、その都度かわせた自分を思い切りほめてください。誰かにほめてもらうのもモチベーションが上がる方法の一つ

です。

５月 31日は『世界禁煙デー』です。

海山区 紀伊長島区

例えば…

冷水、氷等を口にする

歯を磨く
音楽を聴く、大声で歌う

応援してくれている方に助けを求める

お化粧直し

軽く体を動かす
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あなたはどの方法で禁煙する？あなたはどの方法で禁煙する？

吸いたいときのかわし方吸いたいときのかわし方

禁煙外来で！禁煙外来で！ 禁煙補助剤で！禁煙補助剤で！ 自力で頑張る！自力で頑張る！

　町では、転倒による骨折や寝たきりを予防し、いつまでも元気ではつらつとした生活を送っていただくために、下記

の日程で教室を開催します。皆様ぜひご参加ください！

ますます元気に！貯筋教室のご案内

タバコをやめてみる

薬を用いて、医師のサポー

トを受けながら禁煙する方

法。成功率が上がるといわ

れています。

禁煙外来に行くのは気が引けるが、自力では

ちょっと…という人は、禁煙補助剤を活用し

てみては。薬局ではニコチンガムとニコチン

パッチが購入可能。

自分の気持ち一つで始められる

従来の禁煙法。禁煙日記をつけ

たり、誰かと一緒に取り

組んだりすると継続し

やすいようです。

第 1 回
第 2 回
第 3 回
第 4 回
第 5 回
第 6 回
第 7 回
第 8 回
第 9 回
第10回

5 月 31 日
6 月 7 日
6 月 14 日
7 月 5 日
7 月 12 日
7 月 19 日
8 月 2 日
9 月 6 日
9 月 13 日
9 月 20 日

9 月 27 日
10 月 4 日
10 月 11 日
10 月 25 日
11 月 8 日
11 月 22日
11 月 29 日
12 月 6 日
12 月 13 日
12 月 20 日

60 歳以上で軽い運動に支障がない方
海　山　区：老人福祉センター
紀伊長島区：東長島公民館
13：30 ～ 15：00
運動、体力測定、健康に関する講話
無料
5 月 17 日（金）までに本庁福祉保健課
までご連絡ください。（℡46-3122）

【 対 象 】
【 会 場 】

【 時 間 】
【 内 容 】
【 料 金 】
【申し込み】
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おしらせおしらせおしらせ

感染症情報（ 3 月 25 日～ 4月 14 日分）
紀北地区の感染症の動向をお知らせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。

Ａ
群
溶
レ
ン

菌
咽
頭
炎

突
発
性

発
し
ん

3/25 ～ 3/31

4/1 ～ 4/7

4/8 ～ 4/14

流
行
性

耳
下
腺
炎

咽
頭
結
膜
熱

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

感
染
症

胃
腸
炎

（人）

0
5
10
15
20
25
30
35

  5 月  1 日 ( 水 )
　 船 津 集 会 所・・・・・
　 新田多目的集会施設・・・・・  
  5 月　13 日 ( 月 )
　馬瀬多目的集会施設・・・・・
　河 内 区 民 会 館・・・・・
  5 月　20 日 ( 月 )
　 赤 羽 公 民 館・・・・・
　 道 瀬 公 民 館・・・・・     
  6 月 　6 日 ( 木 )
　白 浦 集 会 所・・・・・
　島勝漁村センター・・・・・

　9：3 0 ～ 1 0： 3 0
1 0： 4 5 ～ 1 1： 1 5

　9： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5

　9： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 3 0 ～ 1 1： 0 0

　9： 3 0 ～ 1 0： 1 0
1 0： 2 5 ～ 1 0： 5 5

おやこサークル

5/1、8、22、29（水曜日）
10：30 ～ 11：30
保健センター（℡47-4750）

【 日 程 】
【 時 間 】
【 場 所 】
　お友達と遊んだり、お母さん同士話をしたりして
　います。お気軽にお越しください。
☆

プチ・キッズ

1 歳 6 ヵ月児健康診査

5月9日（木）東長島公民館
Ｈ23.9.15 ～Ｈ23.11.9 生まれのお子さん

☆対象者には、通知書を郵送します。忘れずに受診し
　てください。
　　　　　 本庁福祉保健課地域保健係（℡46-3122）

【 対 象 】

5月8日（水）  保健センター
13：30 ～ 15：00
高血圧や糖尿病、腎機能等の生活習慣病
で注意が必要といわれている方、治療中
の方等
5/7（火）までに本庁福祉保健課地域保健
係へお申し込みください。
（℡ 46-3122）

【 時 間 】
【 対 象 】

【申 し 込 み】

個別健康相談（高血圧 ・ 糖尿病 ・ 腎機能等）

赤ちゃん相談
5月13日（月） 老人福祉センター
5月15日（水）東長島公民館　 　
【 時 間 】
【持 ち 物】

10：00 ～ 11：30
母子健康手帳

平成 25 年度「400ml 献血」のお願い

平成 25 年度の日程が決まりました。

今年度も皆様のご協力をよろしくお願いします。

・17 歳（女性は 18 歳）～ 69 歳の方

（65 歳以上の方は 60 ～ 64 歳の間に

　　　　　　　　　献血経験がある方）

・体重が男女とも 50kg 以上の方

【問い合わせ】

本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122  

離乳食教室 & 歯っぴ～教室

離乳食教室

13：30 ～ 15：30
乳児の保護者（託児あり）

【 時 間 】
【 対 象 】

歯っぴ～教室

10：00 ～ 11：00
乳幼児と保護者

【 時 間 】
【 対 象 】

　参加希望の方は 3 日前までに本庁福祉保健課地域保
　健係までご連絡ください。（℡46-3122）
☆

5月23日（木）東長島公民館

5月30日（木）老人福祉センター

献血にご協力いただける方
6 月 5 日（水）

月日 場所 受付時間

6月 18 日（火）

7月 30 日（火）

10月 22 日（火）

11月 1 日（金）

12月 17 日（火）

海山総合支所

引本浦集会所
菖蒲園

海山総合支所
菖蒲園
㈱大額　三重工場
保健センター
若者センター
役場本庁

役場本庁

10：30 ～ 13：00
14：30 ～ 16：30
10：00 ～ 13：00
14：00 ～ 16：30

10：30 ～ 13：00
14：00 ～ 16：30

10：00 ～ 13：00
14：30 ～ 16：30
10：00 ～ 13：00
14：30 ～ 16：30
10：00 ～ 13：00
14：30 ～ 16：30
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　3 月 26 日（火）に開催された、平成 25 年紀北広域連
合議会 3月定例会において、紀北広域連合公告式条例の
一部改正、平成 24 年一般会計 3月補正予算など全 10 議
案が審議され、可決されました。
問い合わせ
紀北広域連合　℡35-0888

　NHKBS プレミアムで放送中の番組「にっぽん縦断ここ
ろ旅‐2013 春の旅‐」では、俳優の火野正平さんが、6
月初旬に自転車で三重県を旅する予定です。
　番組では、皆様のこころにある思い出の場所とエピソー
ドを募集しています。
　応募していただいた内容で旅の行き先が決まりますの
で、ぜひ応募してください。
応募期限　
5月 21 日（火）
応募内容（7つを全て記入）　
①住所　②氏名　③電話番号　④性別　⑤年齢
⑥思い出の場所　⑦場所にまつわるエピソード
応募方法
郵送　〒150-8001　NHK「こころ旅」係
FAX　 03-3465-1327
ホームページ   http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/ 
問い合わせ
NHK ふれあいセンター　℡0570-066-066

 
　3 月 26 日（火）に開催された、平成 25 年紀北広域連
合議会 3月定例会において、紀北広域連合公告式条例の
一部改正、平成 24 年一般会計 3月補正予算など全 10 議
案が審議され、可決されました。
問い合わせ
紀北広域連合　℡35-0888

　NHKBS プレミアムで放送中の番組「にっぽん縦断ここ
ろ旅‐2013 春の旅‐」では、俳優の火野正平さんが、6
月初旬に自転車で三重県を旅する予定です。
　番組では、皆様のこころにある思い出の場所とエピソー
ドを募集しています。
　応募していただいた内容で旅の行き先が決まりますの
で、ぜひ応募してください。
応募期限　
5月 21 日（火）
応募内容（7つを全て記入）　
①住所　②氏名　③電話番号　④性別　⑤年齢
⑥思い出の場所　⑦場所にまつわるエピソード
応募方法
郵送　〒150-8001　NHK「こころ旅」係
FAX　 03-3465-1327
ホームページ   http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/ 
問い合わせ
NHK ふれあいセンター　℡0570-066-066

 

　弁護士による無料法律相談を次のとおり
開催します。土地・相続問題などについて
のご相談をお受けします。
※秘密は厳守します。お気軽にご相談くだ
さい。

※各会場定員 10 名です。相談を希望される
方は前日までに本庁住民課住民係まで予約
のご連絡をお願いします。
※当事者間に係争がある場合、公平性を保
つため、双方からのご相談は受けかねます
ので、ご了承ください。
【問い合わせ】　
本庁住民課住民係　℡46-3117

日時：5 月 9 日（木）午後 1時～ 4時
場所：老人福祉センター
※詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】　
海山消防署　℡32-0004

日程：5 月 27 日（月）
場所：老人福祉センター
※事前予約が必要です。
【問い合わせ】
本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

紀北広域連合議会報告

思い出の場所＆エピソード募集

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

こころの健康相談

日程 時間 場所

5月10日（金）
13：30
～16：00

老人福祉センター
（海山区）

社会福祉会館
（紀伊長島区）

13：30
～16：00

5月27日（月）



　お子様がお座りをしない、歩かない、歩き方が
おかしいなどの運動発達にお悩みの方を対象に、
専門医師の診察と、理学療法士などによる訓練が、
下記の日程で無料で受けられます。
日時　  6 月 4日（火）10：00 ～ 16：00
　 　     9 月 3日（火）10：00 ～ 16：00
　　    11 月 5日   （火）10：00 ～ 16：00
　　　平成 26 年 2月 4日（火）10：00 ～ 16：00
場所　尾鷲市福祉保健センター
※申し込みは相談日の10日前までにお願いします。
問い合わせ・申し込み　
本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

　123 日間［7月 1日（月）～ 10 月 31 日（木）］
の無事故・無違反を達成して、豪華賞品を獲得し
ませんか。（無事故・無違反達成チームには、抽選
で１チーム 30 万円分をはじめとするトラベルギフ
ト券などを贈呈します。）
　運転免許を取得している３人（１チーム）単位
でご参加ください。シルバーチーム（３名のうち、
満 65 歳以上の方２名以上）の募集も行います。
　詳しくはチラシ・申込書をご覧ください。チラシ・
申込書は５月１日以降に本庁危機管理課、海山総
合支所総務室、各警察署交通課、各地区交通安全
協会、各県民センターなどでお受け取りください。
募集期間　５月１日（水）～６月 30 日 ( 日 )
参  加   料    1 チーム 3,000 円（１人 1,000 円）
問い合わせ　
チャレンジ実行委員会事務局　℡059-224-2410
（三重県環境生活部交通安全・消費生活課内）

 

　ふれあい広場マンドロでは、陶芸教室の参加者
を募集しています。皿やカップなどの日常で使う
ものから動物の置き物など、いろいろな陶器を作っ
ています。
　粘土で遊び、日頃のストレス解消に役立ててみ
てはいかがでしょうか。
日時　
火～金曜日　　　午前 8時 30 分～午後 4時
第 1・3日曜日　  午前 8時 30 分～午後 4時
費用
雑　費　100 円（1日）
粘土代　200 円（1㎏）
焼　代　本焼きのみ 400 円（1㎏）から
　　　　（作品の重さによって異なる）　
問い合わせ　
ふれあい広場マンドロ　℡47-1081

　農作業などで使用している、べニア板やトタン
板が線路内に飛来し、列車をとめる事象が発生し
ています。強風が予想される場合、飛散が予測さ
れるものを鉄道沿線に置くことは大変危険です。
屋内に保管または防止対策を実施するよう厳重な
管理をお願いします。
問い合わせ
東海旅客鉄道株式会社三重支店紀伊長島工務区　
℡47-0775

おしらせおしらせ

1921

乳幼児発達相談＆療育相談

JR 東海からのお願い

マンドロ陶芸教室

無事故・無違反チャレンジ 123
参加者募集

5月号 5月号 
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鈴島暖地性植物群落
県指定文化財

～かけがえのない自然・歴史～
紀北町の文化財

　

    鈴島は三浦の豊浦海岸から約 1㎞沖に位置する無人島

で、東西約 700m、南北約 850m、面積は約 28ha、北側

に標高 74m、南側に標高 101m の山頂があります。西側

には礫浜があり、この礫浜の背後には 2つの海跡湖が南

側と北側に 1 つずつ形成され、特異な景観となっていま

す。北の海跡湖は淡水で、メダカが生息し、池の周囲に

は海岸近くの湿地に生育する希少種のハマナツメが群落

を作り、南の海跡湖は満潮時には海水が入る池で、水辺

にはシバナやシオクグなど塩湿地性植物が見られます。 

    礫浜にはハマゴウが繁茂し、ハマオモト、クサスギカ

ズラ、テリハノイバラなどが見られ、島内の南側一部には、

スギ、ヒノキが植林されていますが、主にシイ類やタブ

ノキなど暖温帯性の常緑広葉樹林で覆われています。とくに北側にはスダジイ、クスノキ、タブノキなどの高木が混生する

自然性の高い常緑広葉樹林が発達し、林床にはホンゴウソウやハルザキヤツシロランなどの生育が確認されています。

　これらの高木類は、1990（平成 2）年の台風 19 号により、幹折れや根返りなどの大きな被害を受け、森林も大きく荒廃

しましたが、現在台風以前の林相に徐々に戻りつつあります。現在では、シカの食害が目立ちだし、シカの不嗜好植物であ

るハマゴウやハスノハカズラ、マンリョウなどが増え出す傾向が見られ、海岸部の植生が大きく変化しつつあります。

  
　

  　

満１歳

笑顔

「にじいろスマイル」のコーナーに掲載
希望の方は、誕生月の前月の 10 日ま
でに本庁企画課広報係までお申し込
みください。

世古　大悟くん
平成 24 年 5 月 23 日食欲モリモリ 元気いっぱい☆お姉ちゃん大スキ　だいごです

だ い ご

山下　和馬くん

平成 24 年 5 月 28 日

お姉ちゃんに遊んでもらうといつもニコニコ笑顔

の かずまです♡　　　　　　　　　　

これからもたくさん食べて元気な男の子に育っ

てね！！

か ず ま

＜東長島＞知希・紀和子さん

＜相賀＞基樹・真澄さん
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